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論文内容の要旨
本論文は、地山補強土背面地盤の変形特性およびそのメカニズ、ムを明らかにするとともに、変形を考慮、した補強地
山の設計法を提案したものであり、以下に示す 8 章により構成されている。
第 1 章では、序論として本研究の背景と目的および論文の内容と構成について述べた。
第 2 章では、本研究の対象である地山補強土工法の特徴、原理、補強メカニズムおよび、設計方法について概説する
とともに、地山補強土における既往の研究を地山の安定、変形、補強材に生じる張力とすべりに関する研究に分けて
整理した。
第 3 章では、本研究で用いる 3 次元有限要素法に基づく数値解析手法の概要について述べた。
第 4 章では、本研究で用いた数値解析手法の妥当性を検証するため、補強地山における模型実験を行った。そして、
その模型地山背面地盤の変形挙動を観察し、それを数値解析に再現することにより、本数値解析手法の妥当性を定性
的に検証した。次に、都市部で実際に行われた掘削工事において、仮設工法として本工法が適用された現場における
計測結果を示すとともに、その現場における壁面の変形挙動を数値シミュレーションよって再現することにより、本
数値解析手法の定量的な妥当性を検証した。
第 5 章では、一般化した地山補強土地盤の数値解析モデルを用い、掘削に伴う補強地山の変形挙動と変形メカニズ
ムを検討した。まず、補強地山の掘削における背面地盤の変形分布と局所的な破壊領域の分布の関係から、背面地盤
の変形特性を明らかにした。次に、その変形特性に伴う変形メカニズムを全体的な変形メカニズムと局所的なメカニ
ズムに分けて考察し、背面地盤の全体的な変形挙動は 2 次元的変形特性を示し、壁面は 3 次元的変形特性を示すこと
を明らかにした。
第 6 章では、第 5 章で考察した補強地山の掘削時における背面地盤の変形特性に及ぼす補強材の影響について検討
した。すなわち、補強材の水平間隔および断面積を変動パラメータとして数値解析を行い、壁面における変形特性に
及ぼす補強材の影響を考察し、壁面の 3 次元的変形特性に関する重要な知見を明らかにした。
第 7 章では、 2 次元解析結果から補強地山の 3 次元的変形特性を推定する方法について考察するとともに、地山補
強土工法における背面地盤の変形を考慮した設計手法を提案した。
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第 8 章では、本論文の内容を総括するとともに、各章で得られた主な結果をまとめて結論とした。
論文審査の結果の要旨
近年、都市再開発のニーズの増加とともに、地下空間の利用が促進され、地下掘削工事が既設構造物に近接するケ
ースが増加している。このような近接施工では、掘削部の背面地盤の変形を抑止するため、地山補強土工法が用いら
れることが多くなりつつあるが、その安全な施工のためには、補強地山における掘削背面地盤の変形特性を明らかに
しておくことが不可欠である。
本論文は、補強地山の変形特性を検討する手法として、その変形挙動を的確に評価できる 3 次元数値解析を行い、
補強地山における掘削背面地盤の変形特性を明らかにするとともに、その変形特性に及ぼす補強材パラメータの影響、
および 2 次元解析結果から補強地山の 3 次元的変形特性を求める推定式について検討・提案し、地山補強土工法にお
ける掘削背面地盤の変形を考慮、した設計法を提案している。
以上の結果を具体的に要約すると、以下のとおりである。
(1) 補強地山の変形挙動を評価するための 3 次元数値解析法を適用して、模型実験結果および現場計測結果を再現
することにより、その妥当性を定性的および定量的に確認している。
(2) 地山補強土地盤の数値シミュレーションにより、掘削背面地盤の変形特性、補強材ノぐラメータの影響、補強地
山壁面の 3 次元的変形特性の簡易推定式を示すとともに、全体的な変形メカニズムと局所的な壁面変形メカニ
ズムを明らかにしている。
(3) 以上の結果を総合して、地山補強土工法における掘削背面地盤の変形を考慮した設計法を提案している。
以上のように、本論文は補強地山における掘削背面地盤の変形特性を明らかにするとともに、地山補強土工法に対
する設計法の確立に貢献したものであり、地盤工学および土木工学の進歩に寄与するところが大きい。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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